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 最後に，光ファイバーを利用した分光電気化学センサーの開発を行った結果が第 5 章で論
じられている。分光電気化学分析は，光化学測定と電気化学測定の情報が同時に得られる，
二元の選択性を有した分析法である。しかし，電気化学的な反応領域に対する光路長の短さ
が，感度不足の原因となっている。そこで，光路長を自由に設定できる光ファイバー分光分
析手法を応用した分光電気化学的重金属センサーを開発している。光ファイバーセンサーに
インジウムスズ酸化物を被覆して電極とし，重金属のストリッピングボルタンメトリーを行
うことで電極応答と光応答に起因する二元の選択性を得ることに成功している。また，イン
ジウムスズ酸化物のような無機酸化物を光導波路に被覆すると，一定以上の膜厚で Lossy 
mode 共鳴と呼ばれる光の減衰が発生することを見出している。重金属の電気化学的な還元
に伴う光ファイバー表面への被覆によって，この減衰波長がシフトすることを利用した重金
属の検出を試みている。 
第 5章では，本研究で得られた成果を総括している。 
 これらの成果を鑑み，当審査委員会は本論文が博士（理学）の学位を授与するに値するも
のと認め，合格と判定した。 
